
介護事業所の皆様へ 

栃木県国民健康保険団体連合会 

 

ご存じですか？ ケアプランデータ連携システム 

 

【ケアプランデータ連携システムとは】 

これまで、主に毎月手書き・印刷し、郵送や FAXでやりとりしていたサービス提供票や 

居宅サービス計画書を、クラウド上で安全に電子データでやり取りできるシステムです。 

 

 

【システム活用で期待される効果】 

■業務の効率化 

 
 

■費用対効果 

 
※令和２年度老健事業による試算 

 

【シミュレーションツール】 ※サポートサイト掲載 

たった５つの数値を入力するだけで、システム導入後の費用対効果を簡単診断！ 

 



介護事業所の皆様へ 

栃木県国民健康保険団体連合会 

 

【令和６年度介護報酬改定について】 

ケアプランデータ連携システムの活用が算定要件となる改定が行われます。 

 

「令和６年１月 22日社会保障審議会介護給付費分科会【資料１】令和６年度介護報酬改定の主な事項について」抜粋・加工 

 

この機会にケアプランデータ連携システムはじめませんか？ 

 

※詳しくは、各関連機関のホームページよりご確認ください。 

○ヘルプデスクサポートサイト（シミュレーションツール・利用申請等） 

https://www.careplan-renkei-support.jp 

○WAMNET（システム利用事業所を地図上で確認できます） 

https://www.wam.go.jp/wamappl/kpdrsys.nsf/top 

 

【伝送請求以外の事業所の皆様へ】 

栃木県内の介護事業所※の 

80％以上 

が伝送（インターネット）請求をしています。 ※令和６年２月請求事業所数（みなし指定含む） 

 

ケアプランデータ連携システムは、インターネット回線を経由し、 

「ケアプランデータ連携基盤」を通して事業所間のデータ連携を行います。 

この機会に伝送請求への変更とシステム導入をご検討ください。 

 

○インターネット請求に関すること（栃木県国保連合会：028-643-5400） 

https://tochigi-kokuho.jp/kaigo/02_netseikyu.html 
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